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会長あいさつ
思いもよらず、まだまだこの「新型コロナウイルス禍」が続くなか、会員の皆さん、

お元気でお過ごしでしょうか。大変、心配を致しております。 
そして、このようななかでも、いつも同窓会の活動にお心をお寄せ頂き、ありがと

うございます。 
さて、このコロナの猛威は留まるところを知らず、相変わらずの蔓延状態が続いて

おり世間の諸々の「総会」は一変し、多くは中止またはオンライン等々の形で開催され、
日常のそれとは様相を異にし本来の姿を見ることができず、内心忸怩たる思いです。 

そのような中で、我が同窓会（鳳雛会）も会員の皆さんの健康と安全を第一に考え、
役員は勿論、相談役の方々や各支部長さんとも充分協議し、今年度も同窓会総会の
開催は困難であろうと判断し、やむなく中止と決定致しました。 

誠に残念ではありますが、会員各位におかれましてはこのような事情をご賢察のうえ、 今回の決定にご理解を賜り、今後も同窓会
の活動にますますのご尽力とご協力をお願い致します。 

なお、次回の当番学年等々の今後の運営につきましては、事態が収束後早急に協議し、 決定次第周知したいと考えています。 
皆様のご健康を、あらためて心からお祈り申し上げます。 

同窓会（鳳雛会）会長  鬼塚 春光

同窓会総会開催断念
！

令和3年度も

執行部苦渋の決
断

令和４年度　総会告知
日　時 	 令和４年（2022年）
                 ７月 10日（日）11：00～
場　所 	 ソラリア西鉄ホテル８階
　　　　　 「彩雲」　☎ 092-752-5555
	 福岡市天神 2-2-43　西鉄天神大牟田線福岡駅隣り
会　費 	 3,000 円（チケットは各学年の常任理事へ）

来年度は必ずお会いしましょう

〇総会開催断念を各支部長とも協議

今田敬輔筑紫野支部長と森田正嗣太宰府支部事務局長と波多江克己東京同窓会長と 藤嘉昭大野城支部長と石橋幸次関西支部長と
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同窓会
筑紫野支部発足！

コロナ禍のなか

愛称を〝天拝会〟に

本年度も創立記念式典を開催

母校ニュース「活躍する鳳雛達 」

講師に本校33回生 古澤裕二氏を迎えて
（現・那珂川北中学校校長）

初代支部長に４回生　今田敬輔さん
　令和３年６月13日、みかさ会館にて筑紫中央高等学校同窓会筑紫野支部の
設立報告会を開催しました。
　「為せば成る、為さねば成らぬ何事も、成らぬは人の為さぬなりけり。」
緊急事態宣言のなか、支部発足までの積年の思いを込めた今田支部長の挨拶
及び経過説明、鬼塚同窓会会長の激励の言葉に続き役員紹介と記念写真撮影。
少人数ではありましたが鳳雛会に明るい報告ができました。
　同窓会組織としては、５番目の支部となります。
　会員を筑紫野市在住に限らず、近隣在住の同窓生にも参加を促すため愛称
を「天拝会」としました。
　今後は同窓会（鳳雛会）及び母校への支援並びに地域の同窓生・在校生間
における交流を目的に活動をして参ります。

報告：筑紫野支部事務局長　八尋正喜 

毎年開催されている本校の創立記念の式典が、今年も5月11日（火）に行われ、同窓会
を代表し鬼塚会長が出席しました。 

従来は、講堂に全学年が一堂に集い開催されていましたが、今年度はコロナの影響で生
徒の健康と安全に配慮し、3年生は講堂、2年生は体育館、1年生は各教室でのオンライン
の3カ所に分かれて実施されました。 

なお、講師には本校33回生（昭和56年度卒）の、現在は那珂川市立那珂川北中学校 校
長の古澤裕二先生が務められ、自身の高校時代を振り返りながら、後輩の活躍を期待し、
将来の生き方に大変有意識な示唆を頂きました。 

新役員のみなさん（中央が今田敬輔支部長）

現グラウンドでの最後の体育祭　無観客で実施！
令和３年度本校体育祭が、残念ながらコロナの影響で今年も無観客で実施されました。 観戦を期待していた保護者や本校を目

指す中学生の溜息が聞こえてくるような素晴らしい体育祭で、多くの「鳳雛達」が縦横無尽の大活躍でした。
昨年まで３ブロックでの闘いでしたが今年から密を避ける事も兼ねての赤、青、黄プラス白の４ブロックになりました。
みなさんの体育祭は、ブロック色はいくつありましたか？

　入会を希望される方は年会費（1,000円）の振込みをお願い致します。　　
　振込先
　福岡銀行　渡辺通支店　普通預金　2181179
　天拝会会計  高野寛嗣 
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１．会議等
	 令和２年６月19日 運営委員会
	 　　　 11月14日 運営委員会
	 令和３年４月10日 運営委員会

２．支部関係
	 令和２年11月１日 関西支部役員会
	 令和３年３月30日 大野城支部役員会

３．部活動関係
	 	特記事項なし

４．学校関係
	 （１）学校行事等への参加
	 令和３年
	 ２月28日
	 　同窓会入会式（主催）
	 　出席者：同窓会長、事務局長のみ
	 ３月１日
	 　第73回卒業証書授与式（全日）
	 　出席者：同窓会長、PTA会長のみ
	 3月2日
	 　第71回卒業証書授与式（定時）
	 　出席者：同窓会長、PTA会長のみ

令和２年度は入学式、創立記念式典、文
化祭、ようこそ大先輩企画は、中止
体育祭は、無観客のため　参加なし
	 その他
	 　筑紫中央協会奨学生決定通知式等	
	 　�校舎改築建設中のグラウンド使用

についての相談
	 （２）在校生及び部活動等援助
	 	  コロナ対策支援
	 	  扇風機（全教室分）購入
	 	  卒業記念品として卒業証書	
	 	  ファイル

５．学校・PTAとの交流会
	 特記事項なし

６．その他
	 （１）つくしの（同窓会新聞）
	 	   第50号発刊
	 （２）	 �一般財団法人筑紫中央協会へ

の援助
	 （３）	その他

令和２年度　事業報告

令和３年度　事業計画

第 1 号議案

第 3 号議案

令和２年度　同窓会決算書
＊収入の部� （単位：円）
費 目 今年度予算額（A） 決算額（B） 差引額（B）ー（A） 摘要
繰 越 金 2,043,632 2,043,632 0
全日制会費 7,266,000 7,190,500 △ 75,500 ＠500×14,381口
全日制入会金 1,200,000 1,167,000 △ 33,000 ＠3,000×389人
定時制会費 262,800 236,100 △ 26,700 ＠300×787口
定時制入会金 60,000 66,000 6,000 ＠3,000×22人

諸 収 入 10,000 210,043 200,043 預金利息、同窓生から
の寄附金（210,000円）

計 10,842,432 10,913,275 70,843

＊支出の部
費 目 今年度予算額（A） 決算額（B） 差引額（A）ー（B） 摘要

事 務 費 300,000 66,290 233,710 事務用品、消耗品、HP
管理費

会 議 費 400,000 47,337 352,663 理事会等諸経費
旅 費 400,000 53,390 346,610 旅費等
渉 外 費 300,000 99,262 200,738 交際・渉外費、慶弔謝恩費

通 信 費 400,000 266,070 133,930 『つくしの』　送料、理事等への通知文等通信費

事 業 費 3,500,000 1,659,270 1,840,730
学校支援費、支部活動
費、つくしの作成費用、
卒業証書ファイル等

人 件 費 420,000 420,000 0 事務職員賃金
積 立 金 3,500,000 7,000,000 △ 3,500,000 積立金会計への繰出し
予 備 費 1,622,432 0 1,622,432

計 10,842,432 9,611,619 1,230,813

　　（収入額）　　　　 （支出額）　　　　（残額）
¥10,913,275	 -	 ¥9,611,619	=	 ¥1,301,656 	 次年度へ繰越
＊積立金（定期預金）決算

令和元年度までの積立 48,558,158円 （令和２年５月現在）
令和２年度分積立 7,000,000円
令和２年度分利息 3,815円

計 55,561,973円 （令和３年４月現在）

監査の結果、上記のとおり相違ない事を証明します。
　令和３年４月22日

監事　　和田　健作　　井上　恵美子　（印省略）

第 2 号議案

＊収入の部� （単位：円）
費 目 令和３年度 令和２年度 増減 備考
前年度繰越金 1,301,656 2,043,632 △ 741,976
全日制会費 7,074,000 7,266,000 △ 192,000 ＠500×1,179人×12ヶ月
全日制入会金 1,200,000 1,200,000 0 ＠3,000×400人
定時制会費 226,800 262,800 △ 36,000 ＠300×63人×12ヶ月
定時制入会金 39,000 60,000 △ 21,000 ＠3,000×13人
諸 収 入 10,000 10,000 0 利息等

計 9,851,456 10,842,432 △ 990,976

＊支出の部
費 目 令和３年度 令和２年度 増減 備考

事　 務　 費 300,000 300,000 0 事務用品、消耗品、HP
管理費等

会　 議　 費 400,000 400,000 0 （注）理事会等諸経費
旅　　　 費 400,000 400,000 0 （注）旅費等

渉　 外　 費 300,000 300,000 0 （注）交際費、渉外費、慶弔謝恩費

通　 信　 費 400,000 400,000 0 『つくしの』送料、理事会等案内通信費

事　 業　 費 3,000,000 3,500,000 △ 500,000 支部活動費、『つくしの』
発刊費、母校支援費

人　 件　 費 420,000 420,000 0 事務職員賃金
積　 立　 金 3,500,000 3,500,000 0 積立金への繰出し
予   備   費 1,131,456 1,622,432 △ 490,976

計 9,851,456 10,842,432 △ 990,976
（注）新型コロナウイルス発生により、通常活動困難なため減額

令和３年度　同窓会予算

同窓会（鳳雛会）　役員名簿

○積立金予算（定期預金）
令和２年度までの積立 55,561,973円 （令和３年４月現在）
令和３年度積立予定 3,500,000円

合計 59,061,973円 （＋預金利息）

第 4 号議案

本来は理事会で審議し、総会で報告する以下の議案については、今年度は常任理事会への報告とさせて頂きました。

前年度役員改正の年でありましたが、今年度まではコロナ禍のため、引き続き留任をお願いします。
役 職 回 生 氏　名
会　長 高全 18 鬼 塚　 春 光

副会長

高全 15 飯田恵津子
高全 20 秋 吉　 正 一
高全 21 高 橋　 裕 司
高全 23 関 井　 利 夫
高全 25 中 野　 雅 彦
高全 32 渡 邊　 美 穂

相談役
高全 6 村 田　 安 幸
高全 9 岡　 久 凱
女 20 藤　 智 恵
女 29 陶 山　 雪 代

事務局長 高全 39 佐 藤　 章 成

事務局担当常
任理事

高全 28 日 隈　 真 弓
高全 35 若山みどり
高全 44 横 屋　 信 夫
高全 45 高 野　 寛 嗣

常任理事
女 19 鬼 倉　 公 代
女 30 坂井美恵子
高全 3 浦部ミドリ

役 職 回 生 氏　名

常任理事

高全 4 今 田　 敬 輔
高全 5 井 上　 龍 樹
高全 6 山 城　 高 常
高全 7 中 原　 英 一
高全 8 木 下　 隆 介
高全 9 本 田　 重 幸
高全 10 尾 中　 茂 信
高全 11 松 尾　 徹 也
高全 12 高 良　 英 征
高全 13 後 藤　 将 文
高全 14 森崎九州男
高全 15 吉 原　 丈 夫
高全 16 日下部伸子
高全 17 木 村　 敏 美
高全 18 大神きくゑ
高全 19 木 村　 洋
高全 20 田 代　 邦 夫
高全 21 浅 海　 順 二
高全 22 青木知恵子

役 職 回 生 氏　名

常任理事

高全 23 中 村　 稔
高全 24 白 水　 重 孝
高全 25 廣 田　 勝 弥
高全 26 大 塚　 朗
高全 27 深 町　 好 美
高全 28 甫 足　 邦 生
高全 29 松 田　 和 男
高全 30 楢 木　 孝 一
高全 31 藤　 武 志
高全 32 出 来　 和 美
高全 33 下佐古崇司
高全 34 畑 村　 俊 樹
高全 35 藤  靖 志
高全 36 井 手　 謙 二
高全 37 引 地　 健 司
高全 38 橋 口　 親 一
高全 39 楢 木　 英 幸
高全 40 中 島　 義 徳
高全 41 橋 川　 史 典

役 職 回 生 氏　名
高全 42 堀　 修 一 朗
高全 43 堀　 政 宏
高全 44 隈﨑啓一郎
高全 45 中 野　 雅 之
高全 46 榊 原　 優
高全 47 平 石　 洋 介
高全 48 尾 形　 卓 弥
高全 49 角 田　 航
高全 50 村 津　 卓 二
高全 51 稲 尾　 崇
高全 52 坂田道太郎

太宰府支部長 高全 7 江 登　 正 宣
東京同窓会長 高全 16 波多江克己
関西支部長 高全 20 石 橋　 幸 次
大野城支部長 高全 17 藤　 嘉 昭
筑紫野支部長 高全 4 今 田　 敬 輔

監事 高全 15 和 田　 健 作
高全 33 井上恵美子

事務局 高全 29 梶 谷　 裕 子

１．つくしの（同窓会新聞）の発刊
	 （第51号）
２．支部活動助成
３．同窓会入会式の開催
４．�母校への支援及び在校生への部活動

等援助
５．一般財団法人筑紫中央協会への援助
　　⇒　協会の事業については下記参照
６．その他

１　福岡県立筑紫中央高等学校の教育活動に対する援助
　　予算の範囲内で、次の援助を行う。
	 （１）	修学奨励費の支給
	 　　�	向学心に富み学資の支弁が困難な者に対して授業料相当額（月額10,000円）

を支給する。
	 （２）	特別生活指導に対する援助
	 　　�卒業時の皆勤生徒（皆勤賞）並びに学業成績、校友会部活動及び生徒会活動

の優秀生徒（宰都賞）の表彰に対して援助する。
	 （３）	生徒会活動及び部活動に対する援助
	 　　�生徒会活動の活性化を図るための支援及び部活動の振興を図るため、用具等

の購入を援助する。
	 （４）	定時制課程の教育振興に対する援助
	 　　�定時制課程の教育振興を図るため、在校生及び卒業生に鳳雛賞、若草賞、部

活動功労賞、特別賞及び皆勤賞等の表彰に対して援助する。

２　一般財団法人筑紫中央協会「みかさ会館」の運営管理
　　�生徒の学習宿泊訓練及び部活動の合宿会場として提供し、併せて教職員及び地域

住民の研修場所として開放する。

３　福岡県立筑紫中央高等学校「校内売店」の運営管理
　　�生徒の利便性に配慮し、学習するうえで必要な文具類、パン食品及び学校が指定

する清涼飲料等を販売するための校内売店を運営管理する。

（参考資料）令和３年度　一般財団法人筑紫中央協会事業計画
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― 本校全面改築計画 ―

100歳おめでとうございます
～ 同窓会の母・藤 智恵 先生 ～

動き出す
百周年の“夢”

頑張る後輩たち（鳳雛たち）！

国
立
大
学

熊本大学 1名
佐賀大学 14名
長崎大学 ３名
福岡教育大学 ５名
九州工業大学 ５名
鹿児島大学 １名
山口大学 ２名
大分大学 ３名

公
立
大
学

北九州市立大学 ７名
福岡県立大学 ３名
長崎県立大学 ３名
山口東京理科大学 1名
国公立大学合計 48 名

九
州
・
福
岡
地
区

西南学院大学 98名
福岡大学 330名
中村学園大学 45名
久留米大学 57名
九州産業大学 182名
筑紫女学園大学 54名
福岡工業大学 107名
福岡女学院大学 99名
国際医療福祉大学 ７名
聖マリア学院大学 ８名

九
州
・
福
岡
地
区

西南女学院大学 ３名
福岡国際医療福祉大学 11名
福岡看護大学 ５名
日赤九州看護大学 ４名

関
東
地
区

日本大学 ３名
駒澤大学 １名
帝京大学 11名

関
西
地
区

・
そ
の
他

関西学院大学 ３名
京都女子大学 １名
近畿大学 11名

他多数

国公立大学 私立大学

筑紫中央高等学校　2021年度入試の結果（合格者数）  　※ 現役のみ、私大は延べ人数

本・つくしの第49号（令和元年）で紹介した、
本校創立百周年記念事業の本校全面改築がいよい
よ本格的に動き出しました。事前の、改築中のグ
ラウンドの代替使用計画も順調に進み、今年度か
ら一部建築に着工される予定です。

　同窓会を作り、育て、長年指導し、見守ってくださっ
た「藤 智恵先生」が今年、100歳を迎えられました。
　本校で学び、本校を卒業され、本校で長年教鞭をとら
れ、そして、本校のために、また卒業生のために同窓会
の立ち上げに奔走され、自ら永い間指導されてこられた
「藤 智恵先生」は多くの卒業生から「同窓会の母」と慕
われ、今でも先生に教えを乞う卒業生は数多くいます。
　ますますのご健康をお祈りします。

 再掲‼

（このコロナ禍、又、先生も時々検診のため通院して
ありますので先生をお尋ねになったり、連絡される
ことは今しばらくご遠慮ください。）
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